
令和元年度文化庁日本語教育大会・東京大会 

＜２日目：９月８日（日）１２:００～１３:３０＞ 

IT・通信による日本語教育～ちょっとのぞいて触ってみよう！～ 

近年，学習者の増加や通信技術の発達により，日本語教育の在り方も多様化しています。

インターネットやスマートフォン，通信による学習の支援など，その形態はさまざまです。

ここでは，こうした「IT・通信」を活用した日本語教育を実施している先進的な団体に，

その教材や学習支援の方法について紹介していただきます。 

 

発表団体 

 

 団体名 紹介教材名 

１ 
独立行政法人国際交流基金 

関西国際センター 

・JF にほんご e ラーニング みなと 

（まるごと日本語オンラインコース，ひらがな A1 自習コ

ース，カタカナ A1 自習コース，漢字 A1-1 自習コース） 

・まるごと+ 

・HIRAGANA Memory Hint 

・KATAKANA Memory Hint 

・KANJI Memory Hint 1,2,3 

２ カイ日本語スクール 

・オリジナルデジタル教科書 

・オリジナルデジタル教材 

・カイ日本語スクール授業風景動画 

・反転授業紹介動画 

・反転授業インタビュー動画 

３ 
学校法人江副学園 

新宿日本語学校 

・遠隔地と繋ぐ授業と 

日本語教師アシスタントのペッパー君 

４ 
首都大学東京 

国際医療福祉大学 

・ICT を利用した介護の専門日本語教育 

「動画共有による学習支援：介護のミニ講義」   

５ 
早稲田大学 

日本語教育研究センター 

・Steps in Japanese for Beginners 

・つたえるはつおん 

６ 
名古屋大学 

とよた日本語学習支援システム 

・とよた日本語 e ラーニング 

・日本語能力セルフチェック（Can-do Statements） 


